
・＿．・一一＿・．・～．＿．－●●＿●．二二三霊．一一一・一一・・一一■・・h・一一広報かでな

昭和52年10月30日

礪義と発行

発行　嘉手納町役場

■♯　企画経済課広報係

♯手納町字嘉手納81番地
〒錮－02
●（㈱976）2（抑l・2628蒜≡報。鳥や勧

i．　　・べ9月の人口

ご
存
知
で
す
か
！

人
権
擁
護
委
員
を

ー
那
覇
地
方
法
務
局
－

記

嘉
手
納
町
の
人
権
擁
應
香
山
・
1

0
浜
元
朗
孝
（
字
嘉
手
納
二
七
九
）

0
松
生
息
仁
（
字
嘉
手
納
一
二
一
1
二

電
話
三
七
九
四
）

0
伊
洩
剛
　
（
字
屋
良
七
二
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
住
民
の
な
か
か

ら
人
格
識
見
と
も
に
高
く
、
広
く
社
会

の
実
相
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ
い
て

理
解
の
あ
る
人
を
市
町
村
比
が
堆
せ
ん

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方
で
す
。

現
在
、
全
国
に
約
一
〇
、
五
〇
〇
名

（
沖
縄
県
に
約
一
六
〇
名
）
の
人
権
擁

擢
委
u
が
い
ま
す
が
、
嘉
手
納
町
に
は

つ
ぎ
の
方
々
が
な
っ
て
お
ら
れ
、
い
わ

ば
「
人
柵
の
番
人
」
と
も
い
わ
れ
て
い

ます。人
権
横
磯
委
臼
の
主
な
仕
事
は
、
わ

た
く
し
た
ち
の
人
臓
が
犯
さ
れ
な
い
よ

う
に
監
祝
し
、
も
し
、
人
権
を
犯
さ
れ

た
人
が
い
た
場
合
に
は
、
相
識
相
子
に

な
っ
て
、
こ
れ
を
救
済
し
た
り
、
人
々

の
H
u
に
正
し
い
人
柵
の
考
え
ガ
を
広
め

た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
相
推
薦
条
目

は
昨
年
中
に
全
川
で
約
一
九
〇
、
0
0

0
件
の
人
権
関
係
の
相
談
を
う
け
、
問

題
の
解
決
■
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

人
権
が
犯
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
例

え
ば
0
子
供
や
老
人
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と

き
0
蛮
ん
な
う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
て
名
辞

や
じ
用
を
失
っ
た
と
き

0
み
ん
な
か
ら
不
当
な
仲
肌
は
ず
れ
に

さ
れ
た
り
、
不
当
な
差
別
を
受
け
た

0
悪
臭
や
、
煤
煙
な
ど
全
知
で
悩
ま
さ

れ
て
い
る
と
き

0
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
リ
ン
チ
や
シ
ゴ

キ
を
空
け
た
と
き

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
登
記
、
代
地
、
情
宣
、

離
婚
、
扶
養
、
相
続
等
の
問
題
の
相
戒

を
人
権
擁
欄
委
日
の
目
宅
て
応
じ
て
い

ま
す
ハ初
頭
は
無
料
で
む
ず
か
し
い
下
校
も

必
要
な
く
、
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
の
で

遠
慮
き
ム
ず
に
お
気
根
に
お
印
拙
く
た

さい。

無
料
人
権
相
談
所
の

お
知
ら
せ

最
新
型
救
急
車
を

配
車

こ
の
ほ
ど
町
消
防
署
に
鮫
新
里
の
故

急
車
（
写
在
）
が
配
亜
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会

か
ら
寄
贈
き
れ
た
も
の
で
、
車
軸
は
ト

ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス
で
す
。

こ
の
救
急
壁
は
、
従
来
の
も
の
と
岡

里
で
す
が
内
部
が
広
く
な
り
改
良
さ
れ

て
い
る
。
内
部
装
備
と
し
て
無
線
機
、

人
口
そ
生
器
、
惟
素
吸
入
器
、
ペ
ソ
ト

（
二
ム
‖
一
そ
れ
に
手
洗
い
が
あ
り
ま
す

人
権
相
接
所
（
左
記
）
で
は
、
人
椎

間
街
の
ほ
か
、
豊
記
、
相
紐
、
扶
藍
、

馳
姫
、
借
地
、
構
豪
、
交
通
や
故
等
の

問
題
の
棚
減
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

無
料
で
む
づ
か
し
い
手
紙
も
な
く
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
冥
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

「目し

0
耶
朝
地
方
法
務
局
人
楯
擁
擢
戊
　
（
邪

劇
市
久
戊
地
一
丁
臼
三
－
八
、
沖
縄

赤
卜
乍
病
院
裏
、
堤
詣
－
〇
九
八
八

－
二
川
－
〇
一
九
六
J

O
同
右
沖
縄
支
局
⊥
沖
細
市
で
卜
地
一

〇
正
江
番
地
、
コ
ザ
県
税
車
務
所
西
側

電
流
－
〇
九
八
九
二
－
し
ー
三
二
し
八
）

軽
自
動
車
の

所
有
者
の
皆
さ
ま
へ

0
　
軽
自
助
．
I
i
検
査
証
の
返
納
樋
の
際

に
は
、
必
ず
検
査
証
と
車
両
悉
号
標

を
軽
自
動
車
検
査
協
会
沖
縄
個
政
所

へ
返
納
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
は
、
車
両
番
号
標
の
不
正
使

用
を
防
止
す
る
た
め
、
法
的
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

軽
自
動
車
検
査
面
呑

沖
縄
事
務
所

寄
附あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
九
月
十
川
日
下
克
手
約
二
八
一
番
地

知
花
英
夫
さ
ん
か
ら
町
杜
協
、
背
炎
全
、

た
す
け
あ
い
食
岬
に
そ
れ
ぞ
れ
十
万
日

計
三
十
廿
日

●
九
月
十
四
目
す
嵐
手
的
二
九
九
番
地

平
良
ナ
リ
き
ん
か
ら
町
杜
協
へ
五
r
H

●
九
日
卜
九
日
で
嘉
r
約
七
五
番
地
知

念
祐
助
さ
ん
か
ら
町
社
協
へ
三
r
M

●
1
．
日
卜
二
日
守
ん
警
∫
椚
m
六
四
番
地

岩
井
度
目
さ
ん
か
ら
町
社
協
へ
丘
f
H

〓㌧　、．J、　・・・、　　　　　．　・

中
冊
景
㈲
せ
t
っ
上
り
と
お

iT・

、【ノ

：
二
r
虚
賢
．
り
工
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事業主の皆さん
退職後の生活の保障を

く小規模企業共済〉制度をご利用下さい
＝小規模企業共済事業団＝

区
民
待
望
の
公
民
館
建
設

＝
南
区
＝

来
年
三
月
完
成
予
定

南
区
々
民
の
皆
さ
ん
が
長
い
間
待
ち

か
ね
て
お
り
ま
し
た
匡
公
民
館
が
、
同

区
ナ
供
の
遊
び
場
敷
地
に
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
工
事
が

新
工
き
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
艮
鮫
は
、
こ
れ
ま
で
建
設
さ

れ
て
お
り
ま
す
西
・
上
・
束
区
の
も
の

と
同
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
造

り
で
内
部
施
設
は
、
ホ
ー
ル
、
事
務
室
、

炊
事
場
、
倉
座
、
ト
イ
レ
が
あ
り
、
⊥

事
常
が
二
、
二
〇
万
円

（
閑
雌
補
肋
二
　
三
五
〇

万
円
、
町
普
七
六
〇
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

両
区
は
、
町
内
で
も
住

家
の
密
貼
し
て
い
る
地
城

で
、
公
民
館
敷
地
の
確
保

に
難
渋
し
、
そ
の
建
段
が

お
く
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
傲
地
は
近
々
の
内
に

町
が
買
取
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

南
区
の
白
人
…
全
逓
営
業

甥
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
借
家
や
問
惰
り
な
ど
で

せ
ま
苦
し
い
と
こ
ろ
で
当

っ
て
お
り
、
大
変
不
便
を

き
た
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
公
民
館
の
建
股
に
よ
っ
て
自
治
全

速
骨
業
務
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
、

青
年
会
、
摘
入
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

の
区
内
同
体
活
動
や
文
化
活
動
が
活
発

に
な
る
も
の
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

関
係
者
で
は
、
こ
の
公
民
館
の
建
設
を

大
変
せ
ん
で
お
り
、
来
年
二
月
の
完
成

を
今
や
毘
し
と
工
車
の
進
行
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

残
る
中
庄
の
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
建
設
の
目
途
づ
け
を
し
て
、
こ
れ

の
移
転
を
は
か
り
、
そ
の
後
（
現
庁
舎
）

を
中
区
の
公
民
館
に
あ
て
る
予
定
で
す

更
に
、
両
区
第
二
地
区
公
民
館
と
し

て
、
水
釜
埋
立
地
内
の
兜
載
公
園
敷
地

内
に
建
設
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
地
城
内
へ
の
町
民
の
移
動

相
加
し
た
の
に
対
応
し
て
建
設
す
る
も

の
で
、
台
風
等
の
非
常
災
害
時
に
は
、

海
岸
線
沿
い
町
民
の
避
難
所
と
し
て
も

利
用
す
る
計
画
で
す
。

相
銀
　
だ
よ
り
⑳

（
四
民
年
金
）

惰
求
な
し
に

受
給
で
き
ま
せ
ん

－
五
年
で
時
効
に
な
り
ま
す
－

国
民
年
金
で
は
、
加
入
さ
れ
た
方
が

老
齢
に
な
っ
た
と
き
や
、
病
某
、
け
が

の
た
め
障
吉
に
な
っ
た
と
き
、
あ
る
い

は
ご
主
人
と
死
別
し
て
母
子
家
庭
と
な

っ
た
と
き
な
ど
に
、
本
人
や
適
族
の
生

活
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
は
、
ご
本

人
か
ら
「
戌
定
の
請
求
」
が
あ
っ
て
初

め
て
支
給
き
れ
ま
す
。

こ
の
通
謀
を
五
年
以
内
に
し
な
い
と

時
効
に
よ
っ
て
、
年
金
を
受
け
る
権
利

を
永
久
に
失
い
ま
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
の
給
付
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど

れ
か
に
虐
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と

き
は
、
す
ぐ
に
町
役
場
国
民
年
金
係
に

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
な
る
べ
く
早

く
滴
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
障
朝
日
年
金

0
母
子
年
令

準
母
十
年
金

○
遇
氾
年
金

0
謀
抽
年
金

0
死
亡
一
時
金

畔
雷
名
に
支
給

母
子
寓
艇
に
支
給

孤
児
に
支
給

媒
細
に
支
給

被
保
険
者
の
死
亡
時

追
放
に
支
給

0
老
齢
年
金

0
通
弊
老
齢
年
金

六
十
五
歳
か
ら
支
給

二
、
六
〇
〇
万
人
の

平
民
年
金

回
艮
年
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共

消
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
、
農

業
や
商
工
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
自

営
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
臼
由
葉
の
人
び

と
を
加
入
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た

サ
ラ
リ
ー
ア
／
な
ど
の
喚
き
圭
に
任
意

加
入
の
遠
も
開
い
て
い
ま
す
。
現
在
、

加
入
者
は
二
、
六
〇
〇
万
人
を
こ
え
、

日
本
の
総
人
口
の
四
分
の
一
を
占
め
て

い
ま
す
。

加
入
期
間
は
、
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳

未
満
ま
で
、
ま
た
、
被
用
者
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
退
職
し
た
と
き
か

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
、
通
算

老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、

準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金

の
七
つ
の
年
金
と
死
亡
一
時
金
が
あ
り

老
齢
年
金
を
例
に
と
り
ま
す
と
、
二
十

事
業
主
の
坪
さ
ん
が
、
第
一
線
を
引

退
し
老
後
を
楽
し
み
た
い
、
自
分
に
万

一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
経
営
の
都

人
目
に
よ
る
工
場
や
商
店
の
閉
鎖
な
ど
…

…
い
ろ
い
ろ
な
場
へ
日
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
っ
た
と
き
に
そ

な
え
て
事
業
主
の
生
活
安
定
を
は
か
る

退
職
金
制
度
、
そ
れ
が
国
で
つ
く
ら
れ

た
（
小
規
模
企
菜
共
済
）
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
運
営
は
、
政
府
が
出
資
し

て
い
る
小
規
模
企
菓
共
折
撃
笈
団
が
お

こ
な
っ
て
い
ま
す

自
由
書
の
方
も

加
入
で
き
ま
す

■
常
時
使
用
す
る
従
業
貝
数
が
二
十
人

以
下
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
五
人

以
下
）
の
個
人
寧
翠
王
お
よ
び
全
社
、

企
業
組
合
の
役
員
。

■
一
人
あ
る
い
は
家
族
だ
け
で
事
業
を

経
営
し
て
い
る
方
や
弁
護
士
、
開
業
医

な
ど
自
由
業
の
方

少
な
い
■
姐
で

大
き
な
安
心

■
掛
金
は
月
掛
で
軽
率
二
万
円
の
範
囲

内
で
自
由
（
最
低
千
円
で
五
百
円
き
ざ

み
）
に
き
め
て
加
入
で
き
ま
す
。
加
入

後
、
増
・
滅
鞭
が
で
き
ま
す

●
加
入
者
が
共
済
金
等
を
受
け
る
の
は

①
共
済
食
A

●
個
人
事
業
主
が
事
業
を
や
め
た
時

（
死
亡
を
含
み
ま
す
〉

■
全
社
、
企
業
組
合
、
協
業
組
合
の
役

H
が
、
そ
の
法
人
の
解
散
に
よ
り
役

員
を
や
め
た
時
。

⑧
共
済
金
8

■
会
社
、
企
業
組
合
、
協
業
組
人
目
の
役

H
が
疾
柄
、
免
侮
ま
た
は
死
亡
に
よ

り
役
員
を
や
め
た
時
。

■
個
人
事
業
主
、
会
社
、
企
業
組
合
、

協
業
組
合
の
役
貝
が
六
巨
五
歳
以
上

に
な
り
、
か
つ
、
そ
の
掛
金
払
込
年

数
が
十
五
年
以
上
に
な
っ
て
共
済
金

を
講
課
し
た
時

⑨
準
共
済
金

●
個
人
軍
学
王
が
配
偶
者
か
子
供
に
そ

の
事
裳
の
全
部
を
膿
渡
し
た
時
。

●
会
社
、
企
業
組
合
、
協
業
組
合
の
役

員
が
、
疾
病
、
負
侮
、
死
亡
、
ま
た

は
解
放
以
外
の
理
由
で
退
職
し
た
時

★
こ
れ
に
加
入
し
ま
す
と
、
掛
金
は
課

税
対
象
か
ら
控
除
さ
れ
る
ほ
か
、
貸

付
制
度
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
左
記
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い

鵜
労
働
商
工
部

中
小
企
業
課

電
　
六
六
－
二
三
些
二
（
代
）

オ
ー
ト
バ
イ
の

自
騰
貴
保
険
加
入
促
進
に
つ
い
て

沖
縄
開
発
庁
沖
縄
総
合
事
務
局

一
、
自
賠
責
保
険
と
は

オ
ー
ト
バ
イ
を
保
有
す
る
人
は
、
す

べ
て
自
動
車
用
詔
肥
償
責
任
保
険
に
加

入
す
る
よ
う
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
交
通
事
故

で
、
人
身
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
被

害
者
が
短
期
間
に
保
険
金
が
せ
け
ら
れ

る
よ
う
国
が
監
督
し
て
い
る
保
険
制
度

です。
保
険
金
は

即
死
者
一
人
に
つ
き
＝
一
、
五
〇
〇

万
円
ま
で

㈲
負
他
者
一
人
に
つ
き
ー
1
一
〇
〇
万

円
ま
で

㈱
後
遺
障
害
が
あ
る
場
合
＝
五
六
万

円
か
ら
二
、
五
〇
〇
万
円
ま
で

保
険
料
は
、
単
純
別
に
決
め
ら
れ

保
険
期
間
は
二
年
も
の
で
、
次
の

衣
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

干≡
二
、
自
賠
責
保
険
に
加
入
し
な
い
で
オ

ー
ト
バ
イ
を
運
行
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

こ
れ
に
過
反
す
る
と
、
懲
役
ま
た
は

胴
金
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、
自
肥
育

保
険
証
明
舌
を
オ
ー
ト
バ
イ
に
備
え
付

け
て
い
な
い
と
法
律
違
反
に
な
り
ま
す

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
左
上
部
に
ス
テ

ッ
カ
ー
（
保
険
標
章
）
を
貼
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

三
、
詳
し
い
こ
と
は
、
Ⅲ
害
保
険
会
社

か
町
農
協
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

沖
縄
稔
合
事
務
局
運
輸
部

陸
運
第
一
凛

寵
〇
九
八
八
－
五
四
－
〇
〇
六
一
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チ王分力

をにづ
せ合く
すわり
七■は

て　色

す
ぐ
で
き
る
体
力
づ
く
り

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
・
休
養
・
適
当
な
運
動

体
力
つ
く
り
国
民
運
動

五
年
間
保
険
料
を
納
め
て
、
月
額
三
五
、

五
五
八
円
、
十
年
年
金
で
は
二
二
、
四

二
五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
に
は
、
物
価
の
上
昇

に
あ
わ
せ
て
引
上
げ
て
い
く
ス
ラ
イ
ド

制
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
目

減
り
」
が
し
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

三
八
七
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
定
緬
で
、
月
誠
二
、
二
〇

〇
円
で
す
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

人
や
、
家
計
が
苦
し
い
人
は
、
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
仕
組
み
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
た
め

の
年
金
利
度
で
す
。

み
ん
な
の
力
で
大
き
く
育
て
ま
し
ょ
う
。

欄
祉
年
金
の
支
払
い
は

十
一
月
か
ら
開
始

一
月
支
払
い
の
福
祉
年
金
は
、
年
末

に
払
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
希
望
に
応

え
て
、
今
年
か
ら
十
二
月
に
お
支
払
い

い
た
し
ま
す
（
受
給
者
の
帝
京
が
あ
れ

ば
十
一
月
か
ら
お
支
払
い
し
ま
す
）

毅
近
あ
な
た
は
太
り
す
ぎ
た
り
、
休

力
が
め
っ
き
り
お
と
ろ
え
た
と
　
焙
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う

に
感
じ
る
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
栄
兼
の

と
り
す
ぎ
や
運
動
不
足
な
の
で
す
。

体
力
の
お
と
ろ
え
を
防
ぐ
に
は
、
特

別
の
こ
と
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
歩
く
距
離
を
だ
ん
だ
ん

延
ば
し
た
り
、
な
わ
飛
び
や
柔
軟
体
操

な
ど
、
軽
く
汗
ば
む
く
ら
い
の
運
動
を

す
る
だ
け
で
十
分
で
す
。

ま
た
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

適
量
の
食
事
を
規
則
正
し
く
と
る
こ
と

も
、
体
力
つ
く
り
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
夜
ふ
か
し
は

禁
物
で
す
。
ひ
ご
ろ
の
ち
上
つ
と
し
た

心
が
け
が
、
体
力
つ
く
り
に
役
立
ち
ま

す。

■
勤
を
始
め
る
と
き

注
薫
し
た
い
九
ヵ
条

L
　
は
じ
め
て
運
動
す
る
人
は
、
健
康

診
断
を
受
け
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
　
　
6
．

て
く
だ
さ
い
。

乱
　
な
る
べ
く
運
動
し
や
す
い
服
装
に

着
が
え
ま
L
f
つ

3
．
気
温
、
湿
度
が
高
い
と
き
は
、
涼
し

い
時
や
涼
し
い
場
所
を
選
ん
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

れ
　
始
め
る
前
は
準
備
運
動
を
し
て
く

だ
さ
い
。

5
．
必
ず
時
計
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

運
動
後
の
心
拍
数
、
運
動
五
分
後

の
心
拍
故
は
必
ず
測
定
し
て
く
だ
さ

運
動
後
は
し
ば
ら
く
休
み
、
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
る
な
ど
、
身
体
を
清
潔

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
じ
ゆ
う

ぶ
ん
休
息
し
、
痛
労
回
復
に
つ
と
め

て
く
だ
さ
い

栄
養
、
睡
眠
に
気
を
く
は
り
、
規

則
正
し
い
生
活
を
し
て
く
だ
さ
い
。

運
動
を
楽
し
み
な
が
ら
や
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は

す
ぐ
中
止
を

L
　
運
動
中
、
胸
部
に
圧
迫
感
や
と
う

痛
な
ど
を
感
じ
た
と
き
。

2
．
強
い
め
ま
い
、
は
き
気
、
足
の
も

つ
れ
な
ど
が
現
わ
れ
た
と
き
。

3
．
ひ
ど
く
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、

夜
眠
れ
な
く
な
っ
た
と
き
。

4
．
運
動
直
後
の
心
拍
数
が
百
八
十
以
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上
、
運
動
五
分
後
の
心
拍
数
が
百
二

十
以
上
の
と
き
。

連
動
五
分
後
の
長
大
血
圧
が
百
五

十
ミ
リ
H
 
g
以
上
の
と
き
。

県
民
手
帳
五
十
三

年
度
版
を
発
行
い
た

し
ま
す
。

こ
の
県
民
手
帳
は
、

沖
縄
県
お
よ
び
県
内

市
町
村
、
各
都
道
府

県
の
す
が
た
を
数
字

に
よ
っ
て
表
わ
し
、

ま
た
日
儲
生
活
に
役

立
つ
最
新
の
資
料
や

知
識
も
収
録
し
て
あ

り
ま
す
。
皆
様
の
よ
き
伴
侶

と
し
て
活
用
し
て
下

さい。

記

0
ポ
ケ
ッ
ト
判
ビ
ニ

ー
ル
コ
ー
ド
表
紙
差

込
み

〇
二
一
〇
ペ
ー
ジ

￥
二
〇
〇

〇
千
的
締
切

十
一
月
上
旬

税
金
の
相
談
は

税
務
相
談
室
へ

沖
縄
税
務
署

税
を
知
る
週
間

；
月
十
一
日
～
十
一
月
三
日

沖
縄
税
務
署

遇
間
中
、
左
記
の
行
事
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
町
民
多
数
の
方
が
ご
参
加

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〝
ヤ
ミ
タ
バ
コ
″
を

な
く
し

た
ば
こ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

沖
縄
税
務
署
の
庁
舎
内
に
税
務
相
談

分
室
が
設
遺
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
税
金

の
問
題
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
退
席
な

く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
簡
単
な
こ
と
は
屯
虚
で
も
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
つ
い
て
も
心
配
が
な
く
住
所
や
氏

名
を
言
わ
な
く
て
も
自
由
に
相
談
が
で

き
ま
す
。税

金
の
こ
と
な
ら

何
で
も
ご
遭
■
な
く

○
　
税
務
相
談
室
は
、
い
っ
て
も
皆
さ

ん
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
し

な
お
、
簡
単
な
こ
と
は
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
ど
う
ぞ
。

○
　
苦
情
や
ご
意
見
も
お
聞
き
し
て
い

ます。

○
　
匿
名
で
相
談
で
き
、
秘
密
を
守
り

ま
す
U

沖
縄
市
美
里
一
二
三
五
番
地

沖
縄
税
務
署
内
（
大
船
屋
ビ
ル
袈

冤
詣
〇
九
八
九
三
－
八
－
二
五

八
・
〇
〇
三
二

沖
縄
国
税
事
務
所

税
務
相
識
室
沖
縄
分
室

な
お
、
テ
レ
ビ
番
組
で
「
メ
イ
コ
の

く
ら
し
と
税
金
」
の
放
送
が
、
毎
週
土

叫
日
午
前
八
時
四
五
分
に
放
送
し
て
い

ます。

た
ば
こ
消
十
枚
は
、
市
町
村
税
の
大

切
な
自
主
財
源
で
市
町
村
税
に
占
め
る

比
重
も
大
き
く
■
重
な
財
源
の
一
つ
で

す。

ち
な
み
に
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
本

町
の
た
ば
こ
消
す
税
の
収
入
額
は
二
、

九
三
四
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
町
税
に

占
め
る
比
重
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す

日
本
専
売
公
社
の
調
べ
に
よ
る
と
県

内
の
ヤ
ミ
た
ば
こ
の
暮
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
に
お
い
て
約
五
健
七
、
0
0
0

万
円
の
美
大
な
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
ヤ
ミ
た
ば
こ
の
横
行
は
、
た
ば

こ
消
す
税
を
蝕
む
だ
け
で
な
く
、
民
主

社
会
の
モ
ラ
ル
に
か
か
わ
る
重
大
な
問

題
で
す
。
ヤ
ミ
た
ば
こ
を
な
く
し
、
県
市
町
村

財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
県
外
へ
の

出
張
、
旅
行
の
際
は
町
内
で
購
入
し
た

た
ば
こ
を
持
参
し
ま
し
享
つ
。
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事業主の皆さん
退職後の生活の保障を

く小規模企業共済〉制度をご利用下さい
＝小規模企業共済事業団＝

区
民
待
望
の
公
民
館
建
設

＝
南
区
＝

来
年
三
月
完
成
予
定

南
区
々
民
の
皆
さ
ん
が
長
い
間
待
ち

か
ね
て
お
り
ま
し
た
匡
公
民
館
が
、
同

区
ナ
供
の
遊
び
場
敷
地
に
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
工
事
が

新
工
き
れ
ま
し
た
。

こ
の
公
艮
鮫
は
、
こ
れ
ま
で
建
設
さ

れ
て
お
り
ま
す
西
・
上
・
束
区
の
も
の

と
同
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
造

り
で
内
部
施
設
は
、
ホ
ー
ル
、
事
務
室
、

炊
事
場
、
倉
座
、
ト
イ
レ
が
あ
り
、
⊥

事
常
が
二
、
二
〇
万
円

（
閑
雌
補
肋
二
　
三
五
〇

万
円
、
町
普
七
六
〇
万
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

両
区
は
、
町
内
で
も
住

家
の
密
貼
し
て
い
る
地
城

で
、
公
民
館
敷
地
の
確
保

に
難
渋
し
、
そ
の
建
段
が

お
く
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
傲
地
は
近
々
の
内
に

町
が
買
取
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

南
区
の
白
人
…
全
逓
営
業

甥
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
借
家
や
問
惰
り
な
ど
で

せ
ま
苦
し
い
と
こ
ろ
で
当

っ
て
お
り
、
大
変
不
便
を

き
た
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
公
民
館
の
建
股
に
よ
っ
て
自
治
全

速
骨
業
務
を
円
滑
に
す
る
と
と
も
に
、

青
年
会
、
摘
入
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

の
区
内
同
体
活
動
や
文
化
活
動
が
活
発

に
な
る
も
の
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

関
係
者
で
は
、
こ
の
公
民
館
の
建
設
を

大
変
せ
ん
で
お
り
、
来
年
二
月
の
完
成

を
今
や
毘
し
と
工
車
の
進
行
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

残
る
中
庄
の
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
建
設
の
目
途
づ
け
を
し
て
、
こ
れ

の
移
転
を
は
か
り
、
そ
の
後
（
現
庁
舎
）

を
中
区
の
公
民
館
に
あ
て
る
予
定
で
す

更
に
、
両
区
第
二
地
区
公
民
館
と
し

て
、
水
釜
埋
立
地
内
の
兜
載
公
園
敷
地

内
に
建
設
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
地
城
内
へ
の
町
民
の
移
動

相
加
し
た
の
に
対
応
し
て
建
設
す
る
も

の
で
、
台
風
等
の
非
常
災
害
時
に
は
、

海
岸
線
沿
い
町
民
の
避
難
所
と
し
て
も

利
用
す
る
計
画
で
す
。

相
銀
　
だ
よ
り
⑳

（
四
民
年
金
）

惰
求
な
し
に

受
給
で
き
ま
せ
ん

－
五
年
で
時
効
に
な
り
ま
す
－

国
民
年
金
で
は
、
加
入
さ
れ
た
方
が

老
齢
に
な
っ
た
と
き
や
、
病
某
、
け
が

の
た
め
障
吉
に
な
っ
た
と
き
、
あ
る
い

は
ご
主
人
と
死
別
し
て
母
子
家
庭
と
な

っ
た
と
き
な
ど
に
、
本
人
や
適
族
の
生

活
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
は
、
ご
本

人
か
ら
「
戌
定
の
請
求
」
が
あ
っ
て
初

め
て
支
給
き
れ
ま
す
。

こ
の
通
謀
を
五
年
以
内
に
し
な
い
と

時
効
に
よ
っ
て
、
年
金
を
受
け
る
権
利

を
永
久
に
失
い
ま
す
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
の
給
付
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど

れ
か
に
虐
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と

き
は
、
す
ぐ
に
町
役
場
国
民
年
金
係
に

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
な
る
べ
く
早

く
滴
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
障
朝
日
年
金

0
母
子
年
令

準
母
十
年
金

○
遇
氾
年
金

0
謀
抽
年
金

0
死
亡
一
時
金

畔
雷
名
に
支
給

母
子
寓
艇
に
支
給

孤
児
に
支
給

媒
細
に
支
給

被
保
険
者
の
死
亡
時

追
放
に
支
給

0
老
齢
年
金

0
通
弊
老
齢
年
金

六
十
五
歳
か
ら
支
給

二
、
六
〇
〇
万
人
の

平
民
年
金

回
艮
年
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共

消
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
、
農

業
や
商
工
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
自

営
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
臼
由
葉
の
人
び

と
を
加
入
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た

サ
ラ
リ
ー
ア
／
な
ど
の
喚
き
圭
に
任
意

加
入
の
遠
も
開
い
て
い
ま
す
。
現
在
、

加
入
者
は
二
、
六
〇
〇
万
人
を
こ
え
、

日
本
の
総
人
口
の
四
分
の
一
を
占
め
て

い
ま
す
。

加
入
期
間
は
、
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳

未
満
ま
で
、
ま
た
、
被
用
者
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
退
職
し
た
と
き
か

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
、
通
算

老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、

準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金

の
七
つ
の
年
金
と
死
亡
一
時
金
が
あ
り

老
齢
年
金
を
例
に
と
り
ま
す
と
、
二
十

事
業
主
の
坪
さ
ん
が
、
第
一
線
を
引

退
し
老
後
を
楽
し
み
た
い
、
自
分
に
万

一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
経
営
の
都

人
目
に
よ
る
工
場
や
商
店
の
閉
鎖
な
ど
…

…
い
ろ
い
ろ
な
場
へ
日
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
っ
た
と
き
に
そ

な
え
て
事
業
主
の
生
活
安
定
を
は
か
る

退
職
金
制
度
、
そ
れ
が
国
で
つ
く
ら
れ

た
（
小
規
模
企
菜
共
済
）
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
運
営
は
、
政
府
が
出
資
し

て
い
る
小
規
模
企
菓
共
折
撃
笈
団
が
お

こ
な
っ
て
い
ま
す

自
由
書
の
方
も

加
入
で
き
ま
す

■
常
時
使
用
す
る
従
業
貝
数
が
二
十
人

以
下
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
五
人

以
下
）
の
個
人
寧
翠
王
お
よ
び
全
社
、

企
業
組
合
の
役
員
。

■
一
人
あ
る
い
は
家
族
だ
け
で
事
業
を

経
営
し
て
い
る
方
や
弁
護
士
、
開
業
医

な
ど
自
由
業
の
方

少
な
い
■
姐
で

大
き
な
安
心

■
掛
金
は
月
掛
で
軽
率
二
万
円
の
範
囲

内
で
自
由
（
最
低
千
円
で
五
百
円
き
ざ

み
）
に
き
め
て
加
入
で
き
ま
す
。
加
入

後
、
増
・
滅
鞭
が
で
き
ま
す

●
加
入
者
が
共
済
金
等
を
受
け
る
の
は

①
共
済
食
A

●
個
人
事
業
主
が
事
業
を
や
め
た
時

（
死
亡
を
含
み
ま
す
〉

■
全
社
、
企
業
組
合
、
協
業
組
合
の
役

H
が
、
そ
の
法
人
の
解
散
に
よ
り
役

員
を
や
め
た
時
。

⑧
共
済
金
8

■
会
社
、
企
業
組
合
、
協
業
組
人
目
の
役

H
が
疾
柄
、
免
侮
ま
た
は
死
亡
に
よ

り
役
員
を
や
め
た
時
。

■
個
人
事
業
主
、
会
社
、
企
業
組
合
、

協
業
組
合
の
役
貝
が
六
巨
五
歳
以
上

に
な
り
、
か
つ
、
そ
の
掛
金
払
込
年

数
が
十
五
年
以
上
に
な
っ
て
共
済
金

を
講
課
し
た
時

⑨
準
共
済
金

●
個
人
軍
学
王
が
配
偶
者
か
子
供
に
そ

の
事
裳
の
全
部
を
膿
渡
し
た
時
。

●
会
社
、
企
業
組
合
、
協
業
組
合
の
役

員
が
、
疾
病
、
負
侮
、
死
亡
、
ま
た

は
解
放
以
外
の
理
由
で
退
職
し
た
時

★
こ
れ
に
加
入
し
ま
す
と
、
掛
金
は
課

税
対
象
か
ら
控
除
さ
れ
る
ほ
か
、
貸

付
制
度
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
左
記
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い

鵜
労
働
商
工
部

中
小
企
業
課

電
　
六
六
－
二
三
些
二
（
代
）

オ
ー
ト
バ
イ
の

自
騰
貴
保
険
加
入
促
進
に
つ
い
て

沖
縄
開
発
庁
沖
縄
総
合
事
務
局

一
、
自
賠
責
保
険
と
は

オ
ー
ト
バ
イ
を
保
有
す
る
人
は
、
す

べ
て
自
動
車
用
詔
肥
償
責
任
保
険
に
加

入
す
る
よ
う
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
交
通
事
故

で
、
人
身
に
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
被

害
者
が
短
期
間
に
保
険
金
が
せ
け
ら
れ

る
よ
う
国
が
監
督
し
て
い
る
保
険
制
度

です。
保
険
金
は

即
死
者
一
人
に
つ
き
＝
一
、
五
〇
〇

万
円
ま
で

㈲
負
他
者
一
人
に
つ
き
ー
1
一
〇
〇
万

円
ま
で

㈱
後
遺
障
害
が
あ
る
場
合
＝
五
六
万

円
か
ら
二
、
五
〇
〇
万
円
ま
で

保
険
料
は
、
単
純
別
に
決
め
ら
れ

保
険
期
間
は
二
年
も
の
で
、
次
の

衣
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

干≡
二
、
自
賠
責
保
険
に
加
入
し
な
い
で
オ

ー
ト
バ
イ
を
運
行
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

こ
れ
に
過
反
す
る
と
、
懲
役
ま
た
は

胴
金
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、
自
肥
育

保
険
証
明
舌
を
オ
ー
ト
バ
イ
に
備
え
付

け
て
い
な
い
と
法
律
違
反
に
な
り
ま
す

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
左
上
部
に
ス
テ

ッ
カ
ー
（
保
険
標
章
）
を
貼
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

三
、
詳
し
い
こ
と
は
、
Ⅲ
害
保
険
会
社

か
町
農
協
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

沖
縄
稔
合
事
務
局
運
輸
部

陸
運
第
一
凛

寵
〇
九
八
八
－
五
四
－
〇
〇
六
一
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ご
存
知
で
す
か
！

人
権
擁
護
委
員
を

ー
那
覇
地
方
法
務
局
－

記

嘉
手
納
町
の
人
権
擁
應
香
山
・
1

0
浜
元
朗
孝
（
字
嘉
手
納
二
七
九
）

0
松
生
息
仁
（
字
嘉
手
納
一
二
一
1
二

電
話
三
七
九
四
）

0
伊
洩
剛
　
（
字
屋
良
七
二
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
住
民
の
な
か
か

ら
人
格
識
見
と
も
に
高
く
、
広
く
社
会

の
実
相
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ
い
て

理
解
の
あ
る
人
を
市
町
村
比
が
堆
せ
ん

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方
で
す
。

現
在
、
全
国
に
約
一
〇
、
五
〇
〇
名

（
沖
縄
県
に
約
一
六
〇
名
）
の
人
権
擁

擢
委
u
が
い
ま
す
が
、
嘉
手
納
町
に
は

つ
ぎ
の
方
々
が
な
っ
て
お
ら
れ
、
い
わ

ば
「
人
柵
の
番
人
」
と
も
い
わ
れ
て
い

ます。人
権
横
磯
委
臼
の
主
な
仕
事
は
、
わ

た
く
し
た
ち
の
人
臓
が
犯
さ
れ
な
い
よ

う
に
監
祝
し
、
も
し
、
人
権
を
犯
さ
れ

た
人
が
い
た
場
合
に
は
、
相
識
相
子
に

な
っ
て
、
こ
れ
を
救
済
し
た
り
、
人
々

の
H
u
に
正
し
い
人
柵
の
考
え
ガ
を
広
め

た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
相
推
薦
条
目

は
昨
年
中
に
全
川
で
約
一
九
〇
、
0
0

0
件
の
人
権
関
係
の
相
談
を
う
け
、
問

題
の
解
決
■
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

人
権
が
犯
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
例

え
ば
0
子
供
や
老
人
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と

き
0
蛮
ん
な
う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
て
名
辞

や
じ
用
を
失
っ
た
と
き

0
み
ん
な
か
ら
不
当
な
仲
肌
は
ず
れ
に

さ
れ
た
り
、
不
当
な
差
別
を
受
け
た

0
悪
臭
や
、
煤
煙
な
ど
全
知
で
悩
ま
さ

れ
て
い
る
と
き

0
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
リ
ン
チ
や
シ
ゴ

キ
を
空
け
た
と
き

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
登
記
、
代
地
、
情
宣
、

離
婚
、
扶
養
、
相
続
等
の
問
題
の
相
戒

を
人
権
擁
欄
委
日
の
目
宅
て
応
じ
て
い

ま
す
ハ初
頭
は
無
料
で
む
ず
か
し
い
下
校
も

必
要
な
く
、
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
の
で

遠
慮
き
ム
ず
に
お
気
根
に
お
印
拙
く
た

さい。

無
料
人
権
相
談
所
の

お
知
ら
せ

最
新
型
救
急
車
を

配
車

こ
の
ほ
ど
町
消
防
署
に
鮫
新
里
の
故

急
車
（
写
在
）
が
配
亜
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会

か
ら
寄
贈
き
れ
た
も
の
で
、
車
軸
は
ト

ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス
で
す
。

こ
の
救
急
壁
は
、
従
来
の
も
の
と
岡

里
で
す
が
内
部
が
広
く
な
り
改
良
さ
れ

て
い
る
。
内
部
装
備
と
し
て
無
線
機
、

人
口
そ
生
器
、
惟
素
吸
入
器
、
ペ
ソ
ト

（
二
ム
‖
一
そ
れ
に
手
洗
い
が
あ
り
ま
す

人
権
相
接
所
（
左
記
）
で
は
、
人
椎

間
街
の
ほ
か
、
豊
記
、
相
紐
、
扶
藍
、

馳
姫
、
借
地
、
構
豪
、
交
通
や
故
等
の

問
題
の
棚
減
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

無
料
で
む
づ
か
し
い
手
紙
も
な
く
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
冥
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

「目し

0
耶
朝
地
方
法
務
局
人
楯
擁
擢
戊
　
（
邪

劇
市
久
戊
地
一
丁
臼
三
－
八
、
沖
縄

赤
卜
乍
病
院
裏
、
堤
詣
－
〇
九
八
八

－
二
川
－
〇
一
九
六
J

O
同
右
沖
縄
支
局
⊥
沖
細
市
で
卜
地
一

〇
正
江
番
地
、
コ
ザ
県
税
車
務
所
西
側

電
流
－
〇
九
八
九
二
－
し
ー
三
二
し
八
）

軽
自
動
車
の

所
有
者
の
皆
さ
ま
へ

0
　
軽
自
助
．
I
i
検
査
証
の
返
納
樋
の
際

に
は
、
必
ず
検
査
証
と
車
両
悉
号
標

を
軽
自
動
車
検
査
協
会
沖
縄
個
政
所

へ
返
納
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
は
、
車
両
番
号
標
の
不
正
使

用
を
防
止
す
る
た
め
、
法
的
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

軽
自
動
車
検
査
面
呑

沖
縄
事
務
所

寄
附あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
九
月
十
川
日
下
克
手
約
二
八
一
番
地

知
花
英
夫
さ
ん
か
ら
町
杜
協
、
背
炎
全
、

た
す
け
あ
い
食
岬
に
そ
れ
ぞ
れ
十
万
日

計
三
十
廿
日

●
九
月
十
四
目
す
嵐
手
的
二
九
九
番
地

平
良
ナ
リ
き
ん
か
ら
町
杜
協
へ
五
r
H

●
九
日
卜
九
日
で
嘉
r
約
七
五
番
地
知

念
祐
助
さ
ん
か
ら
町
社
協
へ
三
r
M

●
1
．
日
卜
二
日
守
ん
警
∫
椚
m
六
四
番
地

岩
井
度
目
さ
ん
か
ら
町
社
協
へ
丘
f
H

〓㌧　、．J、　・・・、　　　　　．　・

中
冊
景
㈲
せ
t
っ
上
り
と
お

iT・

、【ノ

：
二
r
虚
賢
．
り
工


